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３．技術体系（キウイフルーツ：ヘイワード）　
（10ａ当たり人、時間）

技術
内容

作業
時間

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

間伐
せん
定

間伐
せん定
枝誘引

12月
～
 1月

ﾄﾗｯｸ 1 32 32

・負け枝を作らないように留意する。
・亜主枝が強大になり過ぎないようにす
る。
・結果母枝は、棚面に均等に配置する。
・結果母枝の目安
　　3～4本/ｍ２

土壌
改良

堆肥、
土壌改
良資材
施用

11月 ﾄﾗｯｸ 2 3.5 7

堆肥      ２ｔ
苦土入りカキ
ガラ石灰
100kg

・土壌改良資材は土壌診断結果に基づ
いて施用する。
・施用後は土とかるくかき混ぜる。

草刈り
４月
８月
９月

刈払機 1 6 6

稲わら　１ｔ

除草剤
散布

５
～
６月

動噴 2 2 4

除草剤

施肥

基肥

夏肥

秋肥

11/上

6/上

9/上

運搬車 1 8 8

配合肥料
(N：10%)200kg

・施肥量は、土壌の種類、樹勢、収量等
により調節する。
・基肥重点とし、施用後土と軽くかき混
ぜる。
・生育の旺盛な肥沃地では、春肥の窒
素を控えめにする。
・年間の窒素分施割合
     基肥　夏肥　秋肥
      50%    30%    20%

防除
薬剤散
布等

３～12
月

動噴 2 13 26

1回の散布量
　　300～500L

・使用薬剤、散布時期、使用回数は県
病害虫防除基準による。
・病害虫の発生動向を十分把握し、適
期防除に努める。
・花腐細菌病対策として4月下旬に主幹
部を専用ﾅｲﾌで5mm幅に環状剥皮す
る。

新梢
管理

芽かき
捻枝
摘心
誘引

４～
８月

1 20 20

誘引ひも  2巻
ﾃｰﾌﾟﾅｰ   1個

・主枝、亜主枝上の芽は次年度に使え
るもの以外はなるべく芽かきする。
・結果枝本数は15葉程度のものであれ
ば㎡当たり12本以内とする。
・結果枝は10～15葉目が展葉したころ
配置を考えて棚付けする。
・棚下が暗くなり過ぎないよう注意する。

摘らい
受粉

摘らい
花粉採
取
受粉

5/中
 ～下

ハンド
スプ
レー

1 12 12

純花粉量
　　8～16g

・側花や小花は摘らいする。
・花粉は250～500倍希釈とし、混和後２
時間で使い切る。
・人工受粉は、開花３日後までにていね
いに行う。

草生
管理

技術の重要事項

作業体系栽培技術
作業
の
種類

使用資材

・土壌水分を保持し、干害防止のため、
梅雨明け直前に敷きわらをする。
・除草剤は夏草雑草発生期に留め、雑
草草生による地力向上に努める。
･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基
準による。
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３．技術体系（キウイフルーツ：ヘイワード）　
（10ａ当たり人、時間）

技術
内容

作業
時間

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

技術の重要事項

作業体系栽培技術
作業
の
種類

使用資材

摘果 摘果
5/下
～
6/中

1 16 16

・落弁５日目より摘果を始め、20日目頃
に傷果、小果、変形果を除いて仕上げ
摘果をする。
・果実の接触部位はﾊﾏｷﾑｼの被害を受
けやすいので、摘果するか袋かけを行
う。
・着果数の目安
　　22,000～25,000果

果実
肥大
促進

環状剥
皮

6/下
7/下

1 2 2

剥皮ﾅｲﾌ ・主幹部に環状剥皮を5～7.5mm幅で2
回行う。２回目は１回目の約30日後に実
施する。
・樹勢が低下している樹では行わない。

収穫
出荷

収穫
調整
出荷

11/中
 ～
1/中

ﾄﾗｯｸ 2 18 36

・10果をランダムにサンプリングし、糖度
7.0を目安に収穫時期を決定する。
・収穫した果実は収穫したできるだけ早
く出荷するか、貯蔵庫に搬入する。
・果実はていねいに取り扱う。

その他

作業道
排水溝
防風垣
の整備
災害対
策など

１～
12月

1 10 10

計 179

４．品目の作付体系

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

キウイフルーツ
（露地）

◆

　　　せん定

　　　　　↑
新梢管理

※
摘果

　環状剥皮

施肥

環状剥皮 施肥

■

施肥

■◆

注）生育ステージ記号　↑：発芽　◎：着果始め　※：開花　■：収穫　◆：出荷　∩∪：ビニール被覆・除去
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５
．
作
業
別
・
旬
別
労
働
時
間
（
1
0
ａ
当
た
り
時
間
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

7
5

4
8

8
3
2

土
壌
改
良

4
3

7

草
生
管
理

2
2

2
2

2
1
0

施
肥

2
2

4
8

防
除

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2
6

新
梢
管
理

1
1

2
2

1
1

1
2

1
1

2
1

1
2

1
2
0

摘
ら
い
・
受
粉

6
6

1
2

摘
果

6
5

5
1
6

果
実
肥
大
処
理

1
1

2

収
穫
出
荷

4
1
6

1
6

3
6

そ
の
他

1
1

2
2

2
2

1
0 0 0 0 0

計
7

9
4

0
0

0
0

2
0

3
1

3
2

9
1
8

1
0

7
8

3
4

6
5

2
5

4
4

0
0

0
2

4
2
0

1
9

2
8

8
月
計

６
．
総
労
働
時
間

計
総
労
働
時
間

1
4

1
8

8
0

0
0

0
4

0
6

2
6

4
1
8

3
6

2
0

1
4

1
6

6
8

1
2

1
0

4
1
0

8
8

0
0

0
4

8
4
0

3
8

4
1
6

1
6

3
5
8

う
ち
家
族
労
働

1
4

1
8

8
0

0
0

0
4

0
6

2
6

4
1
8

3
6

2
0

1
4

1
6

6
8

1
2

1
0

4
1
0

8
8

0
0

0
4

8
4
0

3
8

4
1
6

1
6

3
5
8

う
ち
雇
用
労
働

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

1
1

1
2

7
8

9
1
0

1
7
9

1
3

1
2

8
2

4
3

1
8

9
1
0

1
1

1
2

5
6

7
8

3
4

1
2

2
0

0

5
6

2
9

2
5

1
2

3
4

2
7
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